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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて無線リソースを管理する方法において、
　第１の無線通信システムは、無線リソースを管理するための第１の分散機能ユニット（
serving RRM function）を有し、
　第２の無線通信システムは、無線リソースを管理するための第２の分散機能ユニット（
neighbouring RRM function）を有し、
　第１の分散機能ユニットおよび第２の分散機能ユニットはそれぞれ、無線リソースの負
荷（load measurements）に関する情報を、共通の無線リソースマネージメントのための
中央機能ユニット（CRRM function）に対して指示し、
　前記中央機能ユニット（CRRM function）は前記目標負荷に関する情報（load measurem
ents）を評価して、目標負荷（load targets）に関する情報を、前記分散機能ユニットの
うち少なくとも１つに対して指示し、
　前記情報をシステム間ハンドオーバ（ＩＳＨＯ）時に、分散機能ユニット（RRM functi
on）によって考慮することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記中央機能ユニット（CRRM function）は前記目標負荷に関する情報（load measurem
ent）を評価して、システム間ハンドオーバ（ＩＳＨＯ）を制御するために、システム間
ハンドオーバに適した無線セルないしは適したシステムであるターゲットのランクを決定
し、
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　前記ランクを、前記分散機能ユニット（RRM function）のうち少なくとも１つが使用で
きるようにする、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　該無線通信システムは、同様のアクセス技術または異なるアクセス技術を支援する、請
求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　負荷（load measurement）に関する情報を、中央機能ユニットによって要求する、請求
項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　目標負荷および／またはランクを、無線セル固有および／またはサービス固有および／
または速度固有に、中央機能ユニットによって定義する、請求項１から４までのいずれか
項記載の方法。
【請求項６】
　前記分散機能ユニット（RRM function）を機能サブユニットに分割し、
　移動機能サブユニット（mobile RRM function）によって、システム間ハンドオーバの
時点および／またはターゲットを決定し、
　中央機能ユニット（CRRM function）と直接通信するネットワーク接続された機能サブ
ユニット（RRM function in RAN）によって、該中央機能ユニットから得られた情報、規
則および／またはパラメータに基づいて、システム間ハンドオーバに関して決定を行い、
　前記ネットワーク接続された機能サブユニット（RRM function in RAN）によって、前
記規則および／またはパラメータを前記移動機能サブユニット（mobile RRM function）
に指示し、
　前記移動機能サブユニット（mobile RRM function）によって、前記規則および／また
はパラメータをシステム間ハンドオーバ時に考慮する、請求項１から５までのいずれか１
項記載の方法。
【請求項７】
　前記移動機能ユニット（mobile RRM function）は、移動ステーションで実現されてい
る、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　無線リソースを管理するための、通信システムの分散機能ユニット（serving RRM func
tion）において、
　・共通の無線リソース管理のための中央機能ユニット（CRRM function）に対して、該
無線リソースの負荷（load measurement）に関する情報を指示するための手段と、
　・該中央機能ユニットによって指示された、目標負荷（load target）に関する情報（l
oad measurement）を、システム間ハンドオーバの管理（ＩＳＨＯ）のために考慮するた
めの手段
とを有することを特徴とする、分散機能システム。
【請求項９】
　前記システム間ハンドオーバの管理（ＩＳＨＯ）のために、前記中央機能ユニットによ
って指示された適切な無線セルおよび／またはシステムのランクを考慮する、請求項８記
載の分散機能ユニット。
【請求項１０】
　共通の無線リソース管理（ＣＲＲＭ）のための中央機能ユニットにおいて、
　・無線リソースを管理するための第１の分散機能ユニット（serving RRM function）お
よび第２の分散機能ユニット（neighbouring RRM function）の無線リソースのそれぞれ
の負荷（load measurement）に関する伝送された情報を受信するための手段と、
　・受信された該情報（load measurement）を評価して、目標負荷（load measurement）
に関する情報を該分散機能ユニットのうち１つへ伝送して、該情報がシステム間ハンドオ
ーバ時（ＩＳＨＯ）に考慮されるようにすることを特徴とする、中央機能ユニット。
【請求項１１】



(3) JP 4160908 B2 2008.10.8

10

20

30

40

50

　システム間ハンドオーバ（ＩＳＨＯ）を制御するために適した無線セルおよび／または
システムのランクを決定するための手段と、
　該ランクを、前記分散機能ユニットのうち少なくとも１つへ伝送するための手段
とを有する、請求項１０記載の中央機能ユニット。
【請求項１２】
　少なくとも１つの中央ネットワークノードで実現されているか、または相互に通信する
複数の中央ネットワークノードで実現されている、請求項１０または１１記載の中央機能
ユニット。
【請求項１３】
　分散機能ユニット（RRM function）も実現されている少なくとも１つのネットワークノ
ードで実現されている、請求項１０または１１記載の中央機能ユニット。
【請求項１４】
　前記分散機能ユニットのうち少なくとも一部は移動ステーションで実現されており、
　前記中央機能ユニット（CRRM function）から、無線リソースの負荷および／または目
標負荷および／またはランクに関する情報が伝送され、該情報を、該移動ステーションで
実現された分散機能ユニットの一部が受信し、
　前記移動ステーションは、システム間ハンドオーバの時点および／またはターゲットに
関する決定に関与する、請求項８から１０までのいずれか１項記載の分散機能ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおいて無線リソースを管理する方法、とりわけシステム
間ハンドオーバの制御方法に関する。
【０００２】
　たとえば第２世代ＧＳＭ（Global System for Mobile Communications）のヨーロッパ
の移動無線システム等の無線通信システムでは、情報（たとえば音声、画像情報または別
のデータ）は電磁波によって無線インタフェースを介して伝送される。無線インタフェー
スは、ベースステーションと加入者ステーションとの間の接続に適用されている。ここで
は加入者ステーションは、移動ステーションまたは定置型の無線ステーションである。電
磁波は搬送周波数によって放出され、この搬送周波数は、各システムごとに設けられた周
波数帯にある。たとえばＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）また
は第３世代の別のシステム等の将来の無線通信システムでは、周波数は約２０００ＭＨｚ
の周波数帯に設けられる。第３移動無線世代では、２つのモードが設けられている。一方
のモードはＦＤＤモード（frequency division duplex）と称され、他方のモードはＴＤ
Ｄモード（time division duplex）と称される。これらのモードは、それぞれ異なる周波
数帯にて適用される。両モードは、いわゆるＣＤＭＡ加入者分離方式（Code Division Mu
ltiple Access）をサポートする。
【０００３】
　これらの異なる無線通信システムは将来、同一の地理的地域に並存することとなる。こ
れらのシステムはそれぞれ、それぞれ使用可能な無線リソースの固有のマネージメントを
有する。これは、無線リソースマネージメント（Radio Resource Management（ＲＲＭ）
）とも称される。ＧＳＭおよびＵＭＴＳ等の公知のシステムでは、この機能はベースステ
ーション制御部（ＢＳＣ‐Base Station Controller）ないしは無線ネットワーク制御部
（ＲＮＣ‐Radio Network Controller）で実現される。この機能の一部は、加入者端末機
器（ＵＥ‐User Equipment）でも実現することができる。将来の加入者端末機器では、複
数の無線通信システムへのアクセスが可能になる。このような端末機器は、いわゆるマル
チモード端末機器と称される。異なる無線通信システム間において、いわゆるシステム間
ハンドオーバ（ＩＳＨＯ‐Inter System Handover）が実現され、これによって端末機器
が、システムに形成された接続を別のシステムで続行ないしは維持することができる。
【０００４】
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　現在、異なるシステムのＲＲＭ機能間にて、中央無線リソースマネージメント（ＣＲＲ
Ｍ‐Common Ressource Management）の観点でコーディネーションが存在しない。それゆ
え、システム間ハンドオーバは「盲目的に」、すなわち、ターゲットシステムないしはタ
ーゲット無線セルのその時点の負荷状態を把握せずに実行される。したがって、システム
全体の負荷分配ないしは負荷管理は不可能である。
【０００５】
　ＵＭＴＳシステムの３ＧＰＰ標準化（3ｒｄ Generation Partnership Program）の枠内
において、この問題を解決するための種々のアプローチが議論されている。３ＧＰＰ ３
Ｇ ＴＲ ２５．８８１，Ｖ０．４．０（２００１‐１１）『Improvement of RRM across 
RNS and RNS/BSS (Rel 5)』から２つの解決アプローチが公知である。第１の提案では、
物理的なＣＲＲＭサーバが設けられる。このＣＲＲＭサーバは、システム間ハンドオーバ
のすべてのプロシージャを制御する。この提案の欠点は、この中央サーバによってハンド
オーバのプロセスがさらに遅延される上、中央のＣＲＲＭサーバと該システムの分散した
ＲＲＭノード（たとえばＲＮＣ、ＢＳＣ）との間における情報の交換が、時間的に非常に
不利になることである。第２の提案では、各ＲＲＭノードに隣接するシステムの他のＲＲ
Ｍノードと無線セル負荷の測定結果を交換するためのインタフェースが設けられる。シス
テム間ハンドオーバに関する決定は、各ＲＲＭノードによってのみ行われる。この提案の
欠点は、共通のＣＲＲＭストラテジーが存在しないことである。というのも、異なる製造
者またはシステムオペレータのＲＲＭノードは異なるＣＲＲＭストラテジーを具現化し、
この異なるＣＲＲＭストラテジーは、場合によっては相互に互換性でないことがあるから
だ。
【０００６】
　したがって本発明の課題は、前記解決手段の欠点を対処する方法を提供することである
。この課題は、独立請求項の構成によって解決される。本発明の有利な発展形態は、従属
請求項に記載されている。
【０００７】
　本発明の第１の側面は、無線リソースを共通で管理するための中央の機能ユニットが、
加入した分散機能ユニットと通信する機能ユニットとして実現されることである。前記中
央の機能ユニットはとりわけＣＲＲＭであり、前記分散機能ユニットはたとえばＲＲＭノ
ードである。中央機能ユニットは分散機能ユニットから、たとえば負荷に関する測定、無
線セル負荷に関する測定等の情報を受信し、システム間ハンドオーバの手法の定義によっ
て該システム間ハンドオーバを制御する。前記手法の定義は、分散機能ユニットに指示さ
れる。分散機能ユニットは所定の方式に応じて、システム間ハンドオーバを担当する。し
たがって中央機能ユニットは、システム間ハンドオーバのための決定に直接関与しない。
こうすることによって有利には、いかなるリアルタイム要求も満たさなくてよい。さらに
、製造者ないしはプロバイダに依存しない汎用のＣＲＲＭストラテジーを実現することが
できる。
【０００８】
　本発明の第２の側面によれば、中央機能ユニットにて分散機能ユニットの情報が評価さ
れ、システム間ハンドオーバを制御するために可能なターゲットのランクが求められる。
続いて、このようにして求められたランクは、分散機能ユニットのうち少なくとも１つへ
供給される。
【０００９】
　有利な発展形態によれば、分散機能ユニットは機能サブユニットに分割される。ここで
は、たとえば加入者の移動ステーション等の移動機能サブユニットが、システム間ハンド
オーバの時点および／またはターゲットに関して決定する。さらに、中央機能ユニットと
直接通信するネットワーク接続された機能サブユニットが、該中央機能ユニットから得ら
れた情報および／または規則および／またはパラメータに基づいて、システム間ハンドオ
ーバに関して決定する。その後ネットワーク接続された機能サブユニットは、移動機能サ
ブユニットの規則および／またはパラメータを指示する。この移動機能サブユニットは、
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前記規則および／またはパラメータも、システム間ハンドオーバ時に考慮する。
【００１０】
　以下で本発明を、実施例に基づいて図１を参照して詳細に説明する。
【００１１】
　図面
　図１　無線リソースの共通の管理を具現化するための機能インタフェースを示している
。
【００１２】
　図１は、１つまたは複数のシステム間のインタフェースおよび信号の流れを示している
。以下にシステム間ハンドオーバに関して記載されているステップは、システム内ハンド
オーバにも同様に適用できる。
【００１３】
　加入者端末機器ＵＥには、供給無線セル（served cell）を介して無線リソースが供給
される。供給無線セル（served sell）において無線リソースは、第１の分散機能ユニッ
ト（serving RRM function）にて管理される。第１の分散機能ユニットは加入者端末機器
から、供給無線セルのうち少なくとも１つまでの伝送品質に関する測定結果（quality me
asurement）の他に、システム間ハンドオーバ（ISHO execution）のために考慮される並
存する無線通信システムの隣接する無線セル（neighbouring cell）のうち少なくとも１
つまでの伝送品質に関する測定結果も受信する。隣接する無線セルないしは隣接する無線
通信システムのうちどれが考慮されるか（neighbourhood definition）は、第１の分散機
能ユニットに対して場合によっては、いわゆるオペレーションメンテナンスセンタ（O&M 
- Operation and Maintenance）によって指示される。さらに、このオペレーションメン
テナンスセンタは場合によっては、共通の無線リソース管理のための中央機能ユニット（
CRRM function）の中央の無線リソース管理のシステム固有または汎用のストラテジー（C
RRM strategy）を設定する。伝送品質に関する測定結果の他に第１の分散機能ユニットは
、該第１の分散機能ユニットに接続された供給無線セルのその時点の負荷（load measure
ments）に関する測定結果も受信する。この測定結果は、第１の分散機能ユニットが問い
合わせ（load measurement request）に応じて中央機能ユニットに対して指示する。同様
のことが、第２の分散ユニット（neighbouring RRM function）においても行われる。情
報が評価された後、中央機能ユニットは目標負荷（load target）および／または隣接す
る無線セルのランク（neighour cell ranking）を求め、これを第１の分散機能ユニット
に対して指示する。その後、この情報ないしは該情報によって定義された手法を考慮して
、第１の分散機能ユニットはシステム間ハンドオーバを制御する（ISHO excution）。
【００１４】
　したがって、ＣＲＲＭ手法は分散機能ユニットに対して、該分散機能ユニットの管轄下
にある無線セルの目標負荷を定義し、かつ隣接する無線セルのランクを定義することによ
って設定する。分散機能ユニットはこの設定に依存して、システム間ハンドオーバに適切
な無線セルないしは適切なシステムを選択する。図１に示された構造に対して択一的に、
本発明では複数の中央機能ユニットが設けられる。これらの中央機能ユニットは、相互に
ランクおよび／または負荷測定結果を交換する。
【００１５】
　機能ユニットは、種々に無線通信システムで具現化することができる。
【００１６】
　・中央機能ユニットは、１つまたは複数のＣＲＲＭサーバで実現される。分散機能ユニ
ットはもっぱら、たとえばＲＮＣまたはＢＳＣ等の公知の無線ネットワークノードで実現
され、システム間ハンドオーバを担当する。
【００１７】
　・中央機能ユニットは、１つまたは複数のＣＲＲＭサーバで実現される。分散機能ユニ
ットは、たとえばＲＮＣまたはＢＳＣ等の公知の無線ネットワークノードと、加入者端末
機器とで実現される。隣接無線セルのランクは加入者端末機器へ、たとえば無線放送メッ



(6) JP 4160908 B2 2008.10.8

10

20

30

40

50

セージによって伝送される。これは、システム間ハンドオーバ決定を担当する。
【００１８】
　・中央機能ユニットは、たとえばＲＮＣまたはＢＳＣ等の１つまたは複数またはすべて
の無線ネットワークノードで実現される。たとえば各隣接セルのランクの形式の手法は、
これらの無線ネットワークノード間で交換される。分散機能ユニットも同様に、場合によ
ってはもっぱら、たとえばＲＮＣまたはＢＳＣ等の無線ネットワークノードで実現される
。これは、システム間ハンドオーバ決定を担当するか、またはシステム間ハンドオーバ決
定を支援する。
【００１９】
　・中央機能ユニットは、たとえばＲＮＣまたはＢＳＣ等の１つまたは複数またはすべて
の無線ネットワークノードで実現される。たとえば各隣接無線セルのランクの形式の手法
は、これらの無線ネットワークノード間で交換される。分散機能ユニットも同様に、場合
によってはもっぱら、たとえばＲＮＣまたはＢＳＣ等の無線ネットワークノードと加入者
端末機器とで実現される。隣接無線セルのランクは加入者端末機器へ、たとえば無線放送
メッセージによって伝送される。これは、システム間ハンドオーバ決定を担当するか、ま
たはシステム間ハンドオーバ決定を支援する。
【００２０】
　最後の２つの実施形態では加入者端末機器に対して、たとえばパラメータを無線セル選
択（Cell (Re)Selection）に適合することによる手法、および／またはパラメータを周波
数間測定およびシステム間測定の報告に適合することによる手法が通知される。こうする
ことによって有利には、無線インタフェースにおいて公知のプロシージャを使用し、加入
者端末機器をシステム間ハンドオーバまたはシステム間無線セル選択（Inter System cel
l Reselection）に使用して、無線セル負荷が適切な目標値に達するようにすることがで
きる。
【００２１】
　以下で再度、記載された実施例とは無関係に本発明の解決手段の構成を、冒頭に記載さ
れた従来技術を背景にして説明する。
【００２２】
　共通の無線リソースマネージメント（ＣＲＲＭ）のタスクは、負荷を中央で管理するこ
とである。これは、異なる無線通信システム間の負荷の管理とすることができ、１つの無
線通信システム内の異なる層ないしは階層間の負荷の管理とすることもできる。加入者端
末機器は、サービスないしはサービスの組み合わせに依存して、および／または加入者端
末機器の速度に依存して、システムまたは層に割り当てられる。したがってシステム間ハ
ンドオーバの制御は、共通の無線リソースマネージメントの機能である。以下で、システ
ム間ハンドオーバのケースを考察するが、ここに記載された機能および機構は、たとえば
１つのシステムの階層レベル間のシステム内ハンドオーバにも適用することができる。
【００２３】
　システム間ハンドオーバに関して決定するために、以下の情報が必要ないしは有利であ
る。この情報は、共通の無線リソースマネージメントないしは中央機能ユニットによって
考慮される。この情報はサービスであり、場合によっては加入者端末機器の速度でもある
。さらに、ハンドオーバを行うことができる隣接の無線セルを使用可能にしなければなら
ない。供給無線セルおよび隣接無線セルのその時点の接続品質（radio link quality）お
よび目標接続品質は、既知でなければならない別のパラメータである。さらに、供給無線
セルおよび隣接無線セルのその時点の無線セル負荷および相応の目標無線セル負荷が既知
でなければならない。これらは付加的にサービス固有に、場合によっては速度固有に検出
される。
【００２４】
　以下の情報は、分散機能ユニットに存在する。加入者端末機器のサービスは、接続形成
の際に中央ネットワーク（Core Network）によって指示される。システム間ハンドオーバ
の可能な目標、接続品質目標、および供給無線セルのその時点の無線セル最大負荷は、オ
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ペレーションメンテナンスセンタによって設定される。供給無線セルおよび隣接無線セル
までのその時点の接続品質は、加入者端末機器の測定結果を指示することによって既知に
なる。供給無線セルのその時点の負荷レベルは、無線セルのベースステーション（ノード
ＢないしはＢＴＳ）の測定結果の指示によって既知になる。
【００２５】
　未知であるのは、分散機能ユニットにおいて供給無線セルのその時点の動的な目標負荷
と、隣接無線セルのその時点の目標負荷およびその時点の負荷である。第１のパラメータ
が欠落していると、ハンドオーバを行うべき時期が不明確となって不利となり、第２のパ
ラメータが欠落していると、どの無線セルでハンドオーバを行うべきかという決定が困難
になる。冒頭に記載された公知の方法では、目標負荷はＯ＆Ｍによって設定される。こう
することにより、最適以下のシステム間負荷分配しか行うことができず、目標負荷および
その時点の負荷は不明となり、この知識なしでハンドオーバを行わなければならない。
【００２６】
　本発明の解決手段によれば、前記パラメータは中央機能ユニットにてまとめられ、分散
機能ユニットが使用できるようにされる。たとえば、目標負荷は要求に応じて動的に、た
とえば抽象的な値（０％～１００％）によって、システム固有に、層固有に、または無線
セル固有および／またはサービス固有および／または速度固有に伝達される。さらに負荷
値と目標値との間の差が、隣接無線セルのサービス固有および／または速度固有のランク
によって、たとえば「ハンドオーバが望ましい」、「ハンドオーバは許可されている」、
「ハンドオーバは望ましくない」、「ハンドオーバは禁止されている」という指示によっ
て伝達される。
【００２７】
　共通の無線リソースマネージメントないしは中央機能ユニットの機能はまず、分散機能
ユニットの負荷測定の要求と、測定結果をまとめることである。共通の無線リソースマネ
ージメントないしは中央機能ユニットはその後、無線セル固有の目標負荷と、場合によっ
てはサービス固有の目標負荷に関して決定する。次に、分散機能ユニットに対して共通の
無線リソースマネージメントないしは中央機能ユニットは、その時点で割り当てられた無
線セルの目標負荷に関して通知する。さらに、無線セル固有なランク値と、場合によって
はサービス固有のランク値が求められ、分散機能ユニットに対して隣接無線セルのその時
点のランクが通知される。
【００２８】
　分散機能ユニットの機能は、中央機能ユニットによって要求されたように、測定を実行
することである。さらに分散機能ユニットは、中央機能ユニットによって指示された目標
負荷と、隣接無線セルの指示されたランクとを受け取る。この目標負荷は、中央機能ユニ
ットによって制御される無線セルの目標負荷である。これらの情報を考慮して、分散機能
ユニットは自動的に、システム間ハンドオーバに関して決定する。
【００２９】
　有利には中央機能ユニットは、目標値および無線セルランクの設定によってのみ手法を
設定する。これらのパラメータは実時間に依存せず、中央機能ユニットと分散機能ユニッ
トとの間のインタフェースにかかる信号負荷は制限されている。さらに、僅かな許容要求
量しか中央機能ユニットに対して要求されない。というのも分散機能ユニットは、パラメ
ータとして基準値（default value）を使用するか、または中央機能ユニットによって指
示された最近のパラメータを使用することによって自動的に動作できるからだ。この実施
形態は、非常にフレキシブルに構成することができる。このようにして中央機能ユニット
は、中央サーバで実現することができ、分配されて複数のシステムコンポーネントで実現
することもできる。中央ユニットと分散ユニットとの間のインタフェースが標準化される
のに対し、分散ユニットにて使用されるアルゴリズムと決定ストラテジーは、製造者固有
またはプロバイダ固有に具現化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
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【図１】無線リソースの共通の管理を具現化するための機能インタフェースを示している
。

【図１】
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